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2020年より次期学習指導要領が施行され，小学校
におけるプログラミング教育が必修となる．次期学
習指導要領では，教育課程の学びを通じで「何がで
きるようになるか」という観点から，「知識および技
能」，「思考力・判断力・表現力など」，「学びに向か
う力，人間性など」の3つの柱からなる「資質・能
力」を育んでいくことを定めている．そこで，プロ
グラム・数学・物理的概念の習得，ならびに主体的
学習を横断的に学べるハイブリット教育教材Air 
Hockey Robotの開発を目的とした． 

①作製した動機・目的 

指導方法 
指導1. 開発したAir Hockey Robotを利用して，プ

ログラム・数学・物理の概念の説明． 
指導2. ロボットの仕組みと数学・物理的概念の説明，

ロボットの作成に加え，対象者はロボットに
ついて文化祭で発表を行う． 

Air Hockey Robotで学べる内容について表1に示
す．図1と表1の記号は対応している． 
 

 
 
 
 

 
 
指導対象者 
指導1. 本学の地域連携寺子屋事業に参加した小学生

19人，本学主催のオープンキャンパスに参加
した21人の高校生，高大連携 i-STEMに参加
した本学付属高校生8人 

指導2. 本学付属高校生の部活動生6人 

③指導方法と対象者 

① 既存の教育教材と違いを明確にするため，複
数の教科を横断的に学べるようにした点 

② 各学校段階に合わせた教育を行うことがで
きるように，発展性・応用性を備えた点． 

③ プログラミングに興味・関心を持たせるよう
にした点（図4）． 

④工夫した点 

 開発した教材システム（Air Hockey Robot）
の外観図と概要を，それぞれ図1と図2に示す． 
 タブレット端末ではAir Hockey Robot EVO 
Appを使用して画像認識を行う．まず，台の大
きさを設定する．次に．パック・ロボットの座標
を認識する．次に，パックの軌道を予測する．最
後に，予測したデータをWi-Fiを介してArduino
に送り，戦略を考えてモータに動きを伝える． 
●実際に動かしている動画 

https://youtu.be/IKqoVJ3leGA 
●タブレットの説明 

https://youtu.be/5FbUMT4F-So 
 

②教材の説明 

https://youtu.be/IKqoVJ3leGA
https://youtu.be/5FbUMT4F-So

